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２
０
１
９
年
山
口
県
総
合
防
災
訓
練
に

　
　
　

岩
国
支
部
が
参
加
し
ま
し
た
！

国
交
省
と
の
意
見
交
換
会
を

　
　
　
　
　
　

行
い
ま
し
た

知
事
及
び
県
議
会
議
長
に
対
し
、

　
　
　

要
望
書
を
提
出
し
ま
し
た

　
令
和
元
年
６
月
９
日
、
岩
国
市
愛
宕
町
の
「
い

わ
く
に
消
防
防
災
セ
ン
タ
ー
」
を
主
会
場
に

「
2
0
1
9
年
山
口
県
総
合
防
災
訓
練
」
が
実
施

さ
れ
、
山
口
県
建
設
業
協
会
岩
国
支
部
が
参
加
し

ま
し
た
。

　
山
口
県
総
合
防
災
訓
練
は
、
県
・
市
町
の
防
災

関
係
機
関
と
地
域
住
民
が
相
互
に
連
携
し
て
、
さ

ま
ざ
ま
な
防
災
訓
練
を
総
合
的
に
行
う
も
の
で
す
。

今
年
も
消
防
、
警
察
、
自
衛
隊
、
医
療
機
関
、
地

域
住
民
、
本
協
会
を
含
む
災
害
時
応
援
協
定
を
締

結
し
て
い
る
民
間
団
体
等
、
74
機
関
約
9
0
0
人

が
参
加
し
ま
し
た
。

　

本
協
会
岩
国
支
部
か
ら
は
㈱
ボ
ス
コ
の
樋
之

津
浩
二
さ
ん
と
春
田
勝
將
さ
ん
の
２
人
が
参
加
。

土
砂
に
埋
没
し
た
家
屋
に
倒
れ
か
か
っ
た
電
柱

を
撤
去
す
る
作
業
で
、
中
国
電
力
に
よ
る
送
電

の
停
止
作
業
の
あ
と
、
電
柱
を
ロ
ー
プ
で
重
機

の
ア
ー
ム
に
固
定
し
、
慎
重
か
つ
速
や
か
に
撤

去
を
行
い
ま
し
た
。

　

ロ
ー
プ
の
取
り
付
け
、
誘
導
を
担
当
さ
れ
た

樋
之
津
さ
ん
は
「
災
害
は
い

つ
起
こ
る
か
分
か
ら
な
い
か

ら
こ
そ
、
行
政
や
地
域
と
の
連
携
や
手
順
を
常

日
頃
か
ら
確
認
し
、
自
分
た
ち
の
や
る
べ
き
こ

と
を
し
っ
か
り
と
認
識
し
て
お
く
こ
と
が
大
切

だ
と
思
う
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
重
機

を
操
縦
さ
れ
た
春
田
さ
ん
は
「
災
害
時
に
は
二

次
災
害
を
防
ぐ
た
め
に
も
、
周
囲
に
細
心
の
注

意
を
払
い
な
が
ら
作
業
し
ま
す
」
と
話
さ
れ
ま

し
た
。

　

本
協
会
で
は
山
口
県
と
「
大
規
模
災
害
時
に

お
け
る
応
急
対
策
業
務
に
関
す
る
協
定
書
」

（
平
成
10
年
）
、
「
家
畜
伝
染
病
発
生
時
に
お

け
る
防
疫
業
務
に
関
す
る
協
定
書
」
（
平
成
29

年
）
を
締
結
。
平
成
28
年
に
は
本
協
会
会
長
が

「
県
防
災
会
議
委
員
」
に
任
命
さ
れ
、
平
成
29

年
、
災
害
予
防
・
応
急
・
復
旧
で
重
要
な
役
割

を
果
た
す
機
関
と
し
て
災
害
対
策
基
本
法
に
基

づ
く
「
指
定
地
方
公
共
機
関
」
に
指
定
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

本
協
会
で
は
、
国
事
業
に
お
け
る
諸
課
題
に

つ
い
て
意
見
交
換
を
行
い
、
地
域
の
建
設
業
の

発
展
を
目
的
と
し
て
、
７
月
31
日
に
山
口
河
川

国
道
事
務
所
と
、
８
月
８
日
に
中
国
地
方
整
備

局
と
意
見
交
換
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

本
協
会
か
ら
は
、
井
森
会
長
を
は
じ
め
副
会

長
、
提
案
議
題
を
行
っ
た
会
社
の
社
長
等
が
出

席
し
、
同
事
務
所
か
ら
は
所
長
を
は
じ
め
、
副

所
長
、
関
係
課
長
等
が
出
席
し
、
ま
た
、
中
国

地
整
か
ら
は
企
画
部
長
を
は
じ
め
、
技
術
調
整

管
理
官
等
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

会
議
で
は
、
本
協
会
が
提
出
し
た
議
題
を
中

心
に
様
々
な
事
案
に
つ
い
て
協
議
を
行
い
、
国

か
ら
は
真
摯
な
応
答
が
あ
り
、
有
意
義
な
意
見

交
換
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
新
た
に
今
年
度
、
建
築
工
事
に
お
け

る
不
調
・
不
落
問
題
に
つ
い
て
、
11
月
14
日
に

同
事
務
所
と
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。
本
協

会
は
野
口
副
会
長
を
は
じ
め
、
会
社
の
建
築
部

門
の
責
任
者
等
が
出
席
し
、
現
状
や
原
因
等
に

つ
い
て
、
様
々

な
発
言
が
あ
り
、

同
事
務
所
の
所

長
や
建
築
担
当

副
所
長
を
中
心

に
、
熱
心
に
実

態
把
握
に
努
め

ら
れ
、
今
後
の

改
善
に
繋
げ
て

い
き
た
い
と
の

こ
と
で
し
た
。

　
令
和
２
年
度
の
県
予
算
に
つ
い
て
、
令
和
元
年
11
月
27

日
に
、
正
副
会
長
４
人
が
村
岡
知
事
及
び
柳
居
県
議
会
議

長
を
訪
問
し
要
望
を
行
い
ま
し
た
。

　
最
初
に
、
知
事
室
に
案
内
さ
れ
、
井
森
会
長
が
村
岡
知

事
に
直
接
要
望
省
を
手
交
し
、
「
公
共
事
業
予
算
の
安
定

的
な
確
保
」
や
「
県
内
企
業
へ
の
優
先
発
注
」
、
「
ゼ
ロ

県
債
の
活
用
」
の
ほ
か
、
新
規
に
「
配
置
技
術
者
の
要
件

緩
和
」
な
ど
に
つ
い
て
要
望
を
行
い
ま
し
た
。

　
会
談
で
は
、
和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
、
昨
年
の
大
島
大

橋
衝
突
事
故
の
復
旧
が
大
が
か
り
な
も
の
と
な
っ
た
こ
と

や
、
地
元
業
者
へ
の
優
先
発
注
の
ほ
か
、
昨
年
度
の
新
規

要
望
で
あ
る
「
ゼ
ロ
県
債
の
活
用
」
に
よ
る
発
注
時
期
の

平
準
化
に
つ
い
て
も
話
題
と
な
り
ま
し
た
。

　
続
い
て
、
柳
居
議
長
と
の
会
談
で
は
、
議
長
応
接
室
に

案
内
さ
れ
、
藤
生
副
議
長
も
同
席
し
て
い
た
だ
き
、
同
様

に
要
望
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

柳居俊学議長
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見事な連携で安全迅速に電柱を撤去しました


